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【改訂】第 1 版（2009-02-10）
【科目】耐震構造学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・5 年次
【担当教員】

脇田 英治

【授業目標・教育方針】
我が国は地震国であり、構造物の設計において地震動を考慮することは必須である。従来、地震動に対する構造設計
は静的解析を中心に行われてきた。近年、IT の進歩と共に動的解析が主流となっている。本授業では地震動に対する
構造物の動的構造解析と設計に関する基礎を学習する。

【授業概要】
地震動を受ける構造物に関する振動解析理論とその耐震設計への利用法について講義、および演習を行う。

【教科書・教材・参考書 等】
教材としてプリントを配布する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
授業は教室および図書館のパソコン室で行う。図書館のパソコン室で行う内容は演習であり、講義で学んだことを実
際にコンピュータ上でシュミレーションすることにより理解を深める。

【成績評価方法】
［後期］中間試験：25%，期末試験：25%，レポート：50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：耐震構造学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 (9/24) 概論 授業概要・シラバスの説明。地震動に対する構造物の
構造解析と動的設計全般に関する基本概念について講
義する。

第 2 回 (10/1) 変位・速度・加速度 動的解析における基本的な諸量である変位・速度・加
速度の意味と相互の関係について学習する。

第 3 回 (10/8) １質点系の振動 動的解析の基本中の基本である１質点系の振動理論に
ついて学習する。

第 4 回 (10/15) 多質点系の振動 １質点系の振動理論を質点を増やすことにより拡張し
た多質点系の振動理論について学習する。

第 5 回 (10/22) 状態方程式 １質点系、多質点系を含めあらゆる振動を表すことが
できる状態方程式について学習し、多質点系の振動を
状態方程式で表す方法について学習する。

小テスト

第 6 回 (11/5) 時刻歴応答解析 状態方程式を用いた時刻歴応答解析について講義、お
よび演習を行う。

レポート

第 7 回 (11/12) フーリエ変換 「虚数」の工学的意味について学習する。それを応用
した振動波形のフーリエ変換の理論について学習す
る。

第 8 回 中間試験 中間試験を実施する。
第 9 回 (12/3) 周波数解析 中間試験の答案返却・解答解説。フーリエ変換を用い

て時刻歴応答をスペクトルに変換する方法について講
義、および演習を行う。

レポート

第 10 回 (12/10) 伝達関数 周波数解析をさらに発展させた概念として伝達関数に
ついて学習する。伝達関数の工学的な意味、利用法に
ついて講義、演習を行う。

レポート

第 11 回 (12/17) 減衰 減衰の工学的な意味、評価法について学習する。
第 12 回 (1/7) 比例減衰と非比例減衰 耐震設計において一般的に採用される「比例減衰」の

考え方と利用法について「非比例減衰」と対比させて
学習する。

レポート

第 13 回 (1/14) 制振 減衰を応用した地震対策工法である「制振」について
理論、解析方法について学習する。

第 14 回 (1/21) 免震・制振・耐震 地震に対する対策工法を大別すると免震、制振、耐震
に分けられるが、それらの基本的な考え方や相違点に
ついて学習する。

第 15 回 (2/4) 免震・制振・耐震 免震・制振・耐震について解析演習を行う。 レポート
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